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白

り||

孝

村
で
は
、
平
成
八
年
二
月
十
九
日

「市
浦
村
表
彰
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
が
、
こ
の
条
例
で

は
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
功
労
の
あ

っ
た
人
や
広
く
村
民
の
模
範
と
な

っ
た
個
人

・
団
体
を
表

彰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
十

一
月
二
日
に
村
長
か
ら
授
与
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
´

第

一
回
目
と
な

っ
た
今
回
の
褒
賞
授
与
式
は
、
去
る
十

一
月
二
日
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、

村
の
経
済
、
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
十
七
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
ｃ

受

費

者

績
Θ昭

和
５‐
年
２
月
以
来
１６
年
間
、
市
浦

村
議
会
議
員
と
し
て
清
新
な
議
会
活

動
を
通
し
て
、
公
共
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
、
現
在
は
市
浦
村
農
業
協

同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
を
つ
と
め

ら
れ
る
な
ど
、
村
勢
の
発
展
と
地
方

自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
口

（全

国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
）

浅
次
郎
さ
ん

（十
三
地
区
）

昭
和
５２
年
３
月
以
来
１９
年
有
余
、
市

浦
村
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
農

業
生
産

の
増
進
、
農
業
経
営
の
合
理

化
、
農
地
確
保
と
有
効
利
用
な
ど
、

農
業
生
産
者

の
生
活
向
上
に
尽
力
さ

昭
和
５５
年
９
月
以
来
１６
年
間
に
わ
た

り
、
市
浦
村
教
育
委
員
会
委
員
と
し

て
、
村

の
教
育
文
化
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
、
こ
の
間
行
政
相
談
員
の
要
職

濱

田

春

士
え

（十
三
地
区
）

昭
和
５５
年
２
月
以
来
１６
年
有
余
、
市

浦
村
議
会
議
員
と
し
て
、
清
新
な
議

会
活
動
を
通
し
て
、
公
共
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の
間
副
議
長
、

議
長
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
村
勢
の

発
展
と
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。　
⌒全
国
町
村
議
会
議
長

会
長
表
彰
）

伊

南

忠

雄
え

⌒磯
松
地
区
）

白

り||

伊

南

義

道
え

（磯
松
地
区
）

昭
和
５５
年
３
月
以
来
１６
年
有
余
、
市

浦
村
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
農

業
生
産

の
増
進
、
農
業
経
営
の
合
理

化
、
農
地
確
保
と
有
効
利
用
な
ど
、

農
業
生
産
者

の
生
活
向
上
に
尽
力
さ

白

川

行

雄
え

（相
内
地
区
）

払
凋
さ
ん

⌒相
内
地
区
）

昭
和
３５
年
４
月
以
来
３３
年
有
余
、
金

木
地
区
交
通
安
全
協
会
十
三
支
部
長

並
び
に
市
浦
支
部
理
事
、
ま
た
昭
和

５。
年
４
月
か
ら
市
浦
村
交
通
安
全
協

会
副
会
長
と
し
て
交
通
安
全
思
想
の

佐

藤

箱

書鷲
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米

谷

慶

治
え

（相
内
地
区
）

昭
和
３６
年
５
月
市
浦
村
消
防
団
員
と

な
り
、
部
長
、
第
１
分
団
長
を
経
て

３５
年
間
の
水
き
に
わ
た
り
有
事

の
際

の
消
火
活
動
、
災
害
防
御
、
防
火
、

防
災

の
普
及
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
¨

古

川

芳

照
え

（大
田
地
区
）

セ

　

イ

さ
ん

（桂
川
地
区
）

昭
和
４。
年
よ
り
３‐
年
有
余
保
健
衛
生

協
力
委
員
と
し
て
、
地
域

の
保
健
衛

生
思
想
の
普
及
、
高
揚
に
尽
力
さ
れ
、

地
域

の
環
境
整
備
美
化
運
動
を
展
開

し
て
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

（
青
森
県
健
康

つ
く
り

功
労
者
表
彰

）

小
　
山
　
あ
ぐ
り
さ
ん

（十
三
地
区
）

一薄
一一一
一毛
て
一
・
一い一
″
一
｛一
李
．一，
一主

´
″̈
一
一

ク
受

診

を

積
極

的

に
進

め
成

′、
病

予

防

に
貢
献

さ

れ

て

い
る

　

一
全

国

地

区
衛
生
組
織
連
合
会
会
長
表
彰
）

村

　

一死
　

セ

　

ツ

さ
ん

（磯
松
地
区
）

昭
和
知
年
よ
り
３‐
年
有
余
保
健
衛
生

協
力
委
員
と
し
て
、
地
域
の
保
健
衛

生
思
想
の
普
及
、
高
揚
に
尽
力
さ
れ
、

地
域
の
環
境
整
備
美
化
運
動
を
展
開

し
て
、
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
。

（青
森
県
知
事
表
彰

）

六
不
　
良
　
し
づ
江
さ
ん

（大
田
地
区
）

毛
三
・
〓
お
）整
備
美
ｆＬ
活
針
を
晏
「

浦
　
俊
　
一
さ
ん

（相
内
地
区
）

昭
和
６２
年
か
ら
（
イ
プ

ハ
ウ
ス
を
導

入
し
、
夏
秋
ト

マ
ト
を

王
体
と
し
た

施
設
野
菜
と
、
水
稲

の
複
合
経
営
を

実
践
確
立
し
、
市
浦
村
ト

マ
ト
の
産

地
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
．

昭
和

”
年
就

農

以
来

、
経

営
規

模

の

拡

大

に
努

め
ら

れ
、
現
在

水

田

“
』

を
越

え
る
大
規

模

経

常

を
始

め
、
大

型
高

性
能

性

腋
化

、
直
播

や
無

人

へ

隆

さ
ん

（相
内
地
区
）

昭
和
５５
年
３
月
以
来
１６
年
有
余
、
市

浦
村
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
農

業
生
産
の
増
進
、
農
業
経
営
の
合
理

化
、
農
地
確
保
と
有
効
利
用
な
ど
、

農
業
生
産
者

の
生
活
向
上
に
尽
力
さ

△ワ
　
　
ハ
ツ

ェ
ぇ

（金
木
町
喜
良
市
）

昭
和
知
年
４
月
以
来
４‐
年
有
余
、
市

浦
付
職
員
と
し
て
、
診
療
所
に
勤
務

さ
れ
、
そ
の
職
務
に
精
励
し
常
に
研

昭
ＩＥ

４‐‐
年

よ

り
斑
年
有

余

保

健

衛

生

　

　

昭

和

５
年

よ

り
あ
年
有

余

保

健
衛
十

諄

ち
委

員

と
し

´
、、
え

薇

ら
保

健
衛

　

　

電
一ち
委

員

と
し

´
、、
地
塩

う
保

健
衛

秋
田
谷
　
長

一
郎
さ
ん

（相
内
地
区
）
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今
年
も
品
川
で
再
会

総
勢

一
六
二
名
が
参
加

関
東
地
区

一
か
る
さ
ヒ
市
浦
全

・
ｆ′
絶
会
並

サ
ニ
交
流
会

か
去
る
十

一

一
か
る
さ
ヒ
市
浦
会

・
は
関
東
地
区
周

辺

に
在
住
す

る
村
出
身
者

と
ゆ

か
り

の
ノ、
た
ち
を
中

心
に
昨
年
十

一
月

に
結
成
し
た
も

の
で
す
．

二
年
日
を
迎

え
た
総
会
並

び
に
交
流
会

に
は
、
村

か
ら
四
十
二
名

と
会

員
ら
約
百
二
十
名

の
参
加
者

が
あ
り
、

一
年

ぶ
り

の
再
開

に
握
手
す

る
人
、

数
十
年

ぶ
り
だ
と
涙
し

て
喜

ぶ
同
級
生
、

ふ
る
さ
と
市
浦

の
近
況

に
聞
き

入
る
人

の
輪

と
交
流

が
広

が
り
ま
し
た
っ

1市 奪
浦 の
開 交
催 流
で 会
検 は

田

高
松
村
長
が
　
一

村
の
近
況
を
報
告

そ
の
後
は
ラ

「
キ
ー
ナ

／
パ
ー
抽

し
た
り
、
交
流
ア
ト
ラ
ク

ン
ョ
ン
で

は

「
か
る
さ
と
市
浦
会

」
の
事
務
問
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参
加
者
か
ら
の

コ
メ
ン
ト

山
　
田
　
真
奈
美
さ
ん

多

い

の

で

、

二

れ

か

つ
関

東

地

片

へ
　

　

　

二

の

よ

つ
な

企

画

は

と

て

も

つ
れ

し

い
と

思

つ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

思

っ
て

い

ま

す

¨

落
　
ム
ロ
　
孝
　
子
さ
ん
　
　
　
　
　
片
　
山
　
育
　
子
さ
んジ

i・

東
京
に
居
な
か

ら
に
し
て
ふ
る
さ

『ふるさと市浦会J会員募集
関東地区周辺で暮らす市浦村出身者やゆか

りの人たちが情報交換や親睦を深めるため、

家族・知人・友人・ゆか りの人・クラスメイ

が発行している「広報しうら」の送付や、会

いますぐ会員の申込みを H
まだ会員登録 していない方は、います ぐお申

込下 さい。会費は年額3,000円 となっています。

申込み先

東京都渋谷区笹塚1-58-9

ふるさと市浦会事務局 (伊南 )

349‐



前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
る

故
八
木
沢
良
蔵
さ
ん
に
勲
六
等
単
光
旭
日
章

九
月
二
十
八
日
に
病
気

の
た
め
亡
　

　

認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

く
な
ら
れ
た
八
木
沢
良
蔵
さ
ん
が
、　
　
　
た
。

勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
賞
し
ま
し

八
木
沢
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
九
年

二
月
に
市
浦
村
消
防
団
団
員
を
拝
命

以
来
、
四
十
二
年
余
に
わ
た
り
地
域

住
民
の
生
命
財
産

を
守
り
、
民
生

の

安
定
に
貢
献
。
ま
た
、
平
成
二
年
十

月
か
ら
は
副
団
長
に
就
任
、
消
防
力

等
の
向
上
に
寄
与
し
た
功
績
な
ど
が

■

屡

言

纂

誼

ク

付
積
載
車
を
賢

村
で
は
こ
の
ほ
ど
、
第
二
分
団
に
　
　
作
盤
に
よ
り
瞬
時
に
放
水
可
能
な
も

の
と
な

っ
て
お
り
、
価
格
は
六
百
七

配
置
し
て
い
た
、
積
載
車
の
老
朽
化

十
三
万
円
で
、
火
災
発
生
時

の
消
火

に
伴

い
、
新
た
に
最
新
式
の
小
型
動

カ
ボ

ン
プ
付
積
載
車
を
購
入
し
、
第

　

　

活
動
に
そ
の
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。

三
分
団

一
脇
元

・
磯
松
）
に
更
新
配
　
　

　

な
お
、
火
災
発
生
時
に
は
消
防
自

置
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
車
が
現
場

へ
急
行
し
ま
す
が
、
初

五
ト

ン
４
Ｗ
Ｄ
車
で
小
型
動
カ
ポ

ン
　

　

通
行
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
ご
協

プ
を
固
定
配
管
し
、
全
自
動
両
面
操

　

　

力
お
願

い
し
ま
す
。

最 低 賃 金 の お 知 ら せ

○青森県の最低賃金は (平成8年 10月 4日から)

槽毅動しモ脅F■‐肇硝青‐

1 ~~日 1 1 時  間

籠ルにiる根 :裏」li:∫lil【16::驚 ::) 5,400円 675円

4,950円 619円

亀鷺菌くテ|)'|1甲■||十 ) 41910円 614円

島繍 卜ヽ懇岬 ■■ 5,255円 657円

□Ю177-34-4‖ 1



情報をお寄せ<ださい

あ し 5世
役場の電話は62-2111
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I壼螢獲憂肇夏:

市浦村の人口と世帯数

I  軍

滋量璽■:燃 111海 :

::難
|ギ

県内の
=通

事故概況



広報ιメろ(81

‘
▼
　

●
小
学
校
二
年
生

◆ポスター部門

●
小
学
校

一
年
生

1人15

|

1晶17

●
小
学
校
四
年
生

●
小
学
校
五
年
生

●
小
学
校
六
年
生

▽

ザ」
結
婚

⌒静　谷　鄭苗馴
一制　　『一

⌒製　棉　議架一
一時　　に一

（卸　［　嗽里悧
一調　　商一

（融　叫　韓奈議
一罐
ん７は一

ll.

1標
語

| ◆標語部門姉浦中学校〉◆

|く∬ 電磁を勤す孵歩

く][[i][「
べて健康に「々

][][

12■01甲 |

獣T続璽
お願し`します:■‐‐■ |‐ ‐ ・

敏

　

　

々
　
　
　
　
　
尋

　

　

嗣

▽
　
お
＜
や
み

奈

良

キ

ー

十

二
轟

歳

鳴

海

善

逸

（大

田
発

歳

俵
　
谷
　
佐
之

一　
⌒
脇
　
一九
一
８。
歳


